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これまでの高等学校学習指導要領では，地理と歴史の相互の関連を図る旨の文言があり，

2009 (平成21)年版では， その旨の文言が非常に増えている。その一方で，相互の関連を意

識した授業実践の報告は非常に少ないとしづ現状である。本研究は，t也歴の融合を図る授

業構想について，これまでの学習指導要領と先行研究を検討し，教職専門実習日での実践

を踏まえつつ，地歴融合を図った授業構想について考察する。
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1 問題の所在と方法

高等学校で「地理歴史科」が導入されて約 20

年がたつo 2009年に告示された「高等学校学習指

導要領地理歴史編」では，地底!と歴史の相互の関

連をはかる旨の内容が増えた。|上|口 (2011)は r地
盟!と歴史は深い関連を持ち，両者相まってはじめ

て現実の社会・地域の真の理解ができる」と論じ

士山替の相互関連の必要性を述べている。

しかし，地歴の関連に留意した授業実践の報告

は少ない。寺尾(2012)は，高等学L佼の日本史教師

としづ立場から 「高等学校地歴 ・公民科担当教師

のl十lにさえ，受験指導のために世界史， 円本史，

地理の 科円のみを単独履修させればよいと考え，

地臣、 -公民科の他科目との連携に全く関心を示さ

ない者もいる」と述べ，教員が相互を関連させる

とし、う意識が希薄であると指摘している。

本研究では，地歴の関連に関する先行研究の検

討と筆者の実践報告を踏まえて，双方の関連を意

識した単元構成 ・授業構想について考察する。

2 先行研究の検討

(1)学習指導要領における地問!と歴史の関連

過去の学習指導要領における地歴の関連の変

遷については，藤田 (2010)の研究がある。これ

によると， 1960 (昭平日35)年版の指導要領には，

歴史分野については，年表や歴史地図を用いての

指導が求められ，地理分野については，歴史的条

件による変化に注目させるように留J百寸ることが

示されていた。1970(昭和45)年版においては，

時史分野では地理A.Bとの関連をはかることが明

確に記され3 地理分野についても社会環境や歴史

的伝統に注目することが 「剛票」において述べら
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れている。しかし，1978 (昭和 53)年版と 1989

(平成元)年版には，世界史にのみ地理との関連

をはかる記述があるだけで，日本史と地理に地理

的 ・歴史的見方に関する記述はない。1999(平成

11 )年版でそのような記述が見られるも，非常に

少なし、。

2009 (平成21)年「高等学校学習指導要領地

理歴史編」には，各科目の目標の中に， 地歴の関

連を重視することが明記されている。また，各科

目の「内容」及び「内容の取り扱し、」では次のよ

うに示されている。

-世界史A 3.内蒋の取り扱い (1)ア

「基本|切な事項 ・事柄を精選して指導内容を構成

するとともに，各時代において世界と日本を関連

づけること。また，地理的条件とも関連づけるこ

と。」

・世界史Br世界史Aに同じ」
・日本史八 3内容の取り扱い(1)ア

「我が国の近現代の歴史について各時代の国際環

境や地理的条件などと関連づけ，世界の中の日本

という視点から考察させること。」

-日本史 s 3.内容の取り扱い(1)ア

「我が国の歴史と文化について各時代の国際環境

や地理的条件などと関連づけて，世界の中の日本

という観点から考察させること。」

-地理A 2.内容(1)現代世界の特色と諸課題の

地理的考察

「世界諸地域の生活 ・文化及び地球的課題につい

て，地域性や歴史的背景を踏まえ考察し，現代世

界の地理的認識を深めるとともに，地理的技能及

び地理的な見方や考え方を身につけさせる。」

・地理s 3.内容 (3)現代世界の地誌的考察イ



「現代世界の諸地域を取り上げ，歴史的背景を踏

まえて多面的・多角的に地域の変容や構造を考察

し，それらの地域にみられる地域的特殊や地球的

乱題について理解させるとともに，地誌的に考察

する方法を身につけさせる。」

以上のように， 1970年版までは地歴関連の充実

が謡われていたが，その後の3回の改訂において

記述が減少し現行のもので再び地埜関連の記述

が大きく増えたということがわかる。

(2)地歴の関連に関する研究と実践

表 lは，地歴の関連に関する研究の一覧であり 3

それぞれの内容から筆者の判断で類型化した。こ

れをもとに，研究動向を明らかにしたい。

まず，地歴の関連を科目設定の点から論じたも

のとして，山口 (2008，2011a， 2011b)の一連の研究

が挙げられる。山口 (2008)は，地理と歴史の総合

科目の設定を理想とするも，現実的には地理，歴

史のそれぞれにおいて授業時数の 10%程度を地

歴融合単元の時間にあて，それぞれの科目の立場

から融合単元を積極的に開発するのが妥当である

と述べている。

指導例の提示及び実践報告に関する文献数は，

少ない。そのような中で，寺尾(2008)は日本史と

地理の関連を考察し，交通や軍事などに内容を分

類して，地図を利用した指導例を報告している。

そして， I社会科は歴史二時間軸，地理二空間軸とい

う座標軸(十字架)を基本として最終的に公民的資

質を育成する 目的があるJとしづ考えを基調とし

て I日本史授業では文字や用語の理解だけではな

く，概念把握や空間認識という視点からも理解さ

せることが大切である」と主張している。また寺

尾(2012)は，地名や歴史的景観を扱う実践や烏轍

図を用いた実践が，歴史から地理にアフ。ローチす

る重要な視点となると述べている。

歴史教育からみた地歴の関連という点では，環

境問題を主題にした研究も見られる。深草(1995)

は，世界史授業に環境問題を取り入れる論考を行

っている。古代の諸文明の盛衰や生活様式の変化

が気候変動に起因し，人類が気候変動に対応すべ

く森林破壊を繰り返したことを，古代から近代ま

で通史的に描いている。また，戸井田 (2004)は，

学習指導要領の文言である「歴史的思考力」を地

歴相互の関係性に留意しながら論じている。戸井

田は「地球の歴史には人為によらなし、「環境変化J
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が常に起こっており，それが人々の接触・交流に

多大な影響を及ぼしてきたJと述べている。

以上は，歴史教育の立場からの研究である。地

理教育の立場からは以下のような研究がある。

斎藤(1997)は，近・現代史の教育の展開におい

て， I地理教育に，時間軸を加え，とくに近・現代

史をくみ込んだ地理教育の開発は，いわばその相

乗効果によって教育効果をいっそう高めるものと

思われる」と論じている。藤田 (2008)は，斎藤の

主張を踏まえて，戦後史の視点，特にEUと冷戦に

焦点をあてた実践を行い，歴史的な視点を盛り込

むことで，生徒の興味 ・関心を高めることができ

たと報告している。また藤田(2011)は，中学校社

会科の地理分野で3 季節風貿易を題材にした授業

実践も行い I自然地理と歴史を関連づけて考察で

きる有効な単元Jとしている。

今井(2012)は「地理教育が歴史教育の長所を取

り入れるとすれば，それは人物であり，人物の生

き様」であるとして，東西ドイツの分断と統一を

事例に，人物を桝1こした実践を報告している。

3 実践と結果

(1)教職専門実習における授業実践

ここで検討する実践は，山形県内のX高等学校

にて行ったものである。担当学年は l学年の3ク

ラスで¥科目は世界史 A，単元は「ワィーン体制

とその動揺」と 「ラテンアメリカの独立」である。

授業は一斉授業で進めた。

「ウィーン体制とその動揺jでは， ウィーン会

議の札織や理念、を説明したうえで¥会議の結果，

ウィーン議定書でヨーロッパ各国がどの地域を獲

得・失ったかを，現代ヨーロッパの大型地図を提

示して，それで石信忍しながら授業を進めた。

「ラテンアメ リカ諸国の独立」も同様に黒板に

大型地図を提示して，授業を進めた。地図は生徒

達が持つ資料集とは別のものを，拡大して用いた。

授業では，ウィーン体制動揺を示すーっの出来事

として，ラテンアメリカの独立の意義を説明し，

また，独立の中心人物の生い立ちゃ思想、を説明し

た。ここでは，独立した地域を地図で在留志すると

ともに，独立に関わった中心人物がラテンアメリ

カを移動した/レー トを書き入れながら，独立の過

程を説明した。



表 I 地歴関連に関する研究論文の一覧
プJ リキュ

科 1I設定 I也.f1f!教 f了 日涯史教fT '千世H-i・教材 指導例 実践判df， 
ラム
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t架 草 .(環境問題) .(暦)

(1995) 

d穣 回 .(地誌) .(地) O(戦後史)
(2008) 

J篠田 .(地誌)

(2010" 

1I事 1+1・(指導

(2010b 安 if，白)

li~五 IH .(1'=1然 j也t11D .(上也〉 O(季節I!foD I 
(2011) 

(出19961) 11 
.(歴史地:flH学)

'喜; 崎 .(文明論) .(暦〉

( 1996) 

山口ら .(地1ft融合

(2008) 単元)

111 Il .(地1jf迅~-H~n • .(地〉

(2008) 

111 仁l .(牒史的要 • 
(2011a 素)

111 11 .(地I!肯辿tl~) • 
(2011 b 

IJI 旧 .(地問・''1'炎) • (J也 lχ| ・年
( 1982) 

(2)実践の結果

実践において地図を用いた結果，普段はあまり

使われなし号財オであるため，生徒の反応からイン

パクトがあったことは見てとれた。しかし扱う

地図が適切で、はなかったことがわかる。特にヨー

ロッパの地図に関しては「現代」の地図を用いた

ため国境線が当時のそれとは全く違い，また見え

づらさもあったため，国の場所を漠然と指してい

るとしづ状態、で、あったO 生徒が「ウィーン体制下

のヨーロッパJの位置関係をイメージできたかは

難しい。その点「ラテンアメリカ諸国の独立」で

は，当時の地図を示すことができた。生徒が，地
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表)

図への書き込みを行っていたことから，幾分は生

徒の反応が良かったように思える。

いずれにしても，地図を提示しただ、けになり，

それを活用するまで、には至らなかったO

4 考察

授業における地図利用を考えた時に，これまで

の実践報告や実習を通して，扱う時代の当時の様

子を表した「地図jを用いることが重要である。

また，地図の活用方法についても考えてし、かね

ばならない。筆者の実習に即していえば，ウィー

ン体制の授業で3つの地図を提示することができ



る。「革命前J1ナポレオン支配下J1ウィーン体制

下」のそれぞれの地図である。その3つの地図か

らヨーロッパの位置関係の変化を読み取らせて，

ウィーン体制の意義を理解させることができたの

ではないだろうか。変化を比較させることによっ

て，複雑な位置関係をイメージしやすいものにで

きたのではなし、かと考えた。

地臣、の関連をはかる上での観点もさらに考えな

くてはならない。例えば自然環境(地形や気候)

である。歴史におけるモノや人の移動を扱うi此き，

その一つの要因として，おおいに重要になるだろ

う。他にも距離，植生など様々な観点をおさえた

上で，関連を図ることが必要と考えられる。

5 到達点と課題

本研究では，学習指導要領の変遷や研究動向か

ら，出藍の関連を留意する内容の明記や相互の関

連に関する研究があったにも関わらず，実践報告

が少ないのが現状であることがわかった。

今後のf思題としては， 引き続きこれまでの研究

の動向を調べていく必要がある。また。今回の実

習の再検討とともに，教材開発や内容の設定を含

めて，どのように地歴の関連を意識した単元設定

を行うべきかを，具体的に検討する必要がある。

特に今回の実践のような 「単発」の授業に終始す

るのではなく ，複数時間の中で行える授業構想を

検言村一ることが課題と言えよう。

さらに実践については生徒へのアンケート調

査も行うべきである。今回の実践で、は行っていな

いので，客観的な授業の分析が行えなかった。干

の点も今後の課題である。
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